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享
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後
長
崎
の
支
那
貿
易
に
就
い
て
・
文
単
一
昨
土

保
険
に
於
け
る
偶
然
の
必
然
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・
・
・
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主

法
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揖
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徳

川

時

代
の

寺

枇

名

目

金

堀l

正T

保:

描;

は
し
が
き

場

間
半
に
名
目
金
と
い
「
ば
寺
枇
名
目
盛

E
A品
叫
悼
す
る
が
、
官
古
生
上
方
自
名
目
企
も
あ
り
、
拝
借
金
の
名
け
を
は
て
し
た
る
町
人
白
貸
付
金
古
も
名
目

金
主
呼
ん
だ
例
が
あ
リ
、
又
座
頭
金
白
如
き
は
名
目
金
と
時
i
同
一
白
性
質
を
有
せ
し
も
の
な
れ
ば
、
此
華
と
直
別
す
る
た
め
寺
枇
な
る
文
字
を
温

ιナ
と
と
h

し
た
。
旦
叩
摘
に
川
町
て
も
名
目
金
止
同
様
山
制
山
内
存
せ
し
も
の
も
あ
る
が
、
幕
府
、
と
直
接
脚
部
な
き
も
の
y
h

は
暫
〈
鯛
れ
ぎ
る
こ
&
込

す
る
。

第

名
目
金
の
一
意
義
、

起
源
並
に
泊
草

意
義
。

徳
川
時
代
の
金
融
制
度
は
未
百
整
然
た
る
組
織
を
有
せ
ず
、
従
っ
て
生
鳶
貸
借
ご
消
費
貸
借
正
の
匝
別
も
判
然

し
な
か
っ
た
。
頼
母
子
講
・
官
録
的
如
き
も

ωも
盛
ん
仁
行
は
れ
て
屑
た
が
、
此
等
相
互
扶
助
的
な
る
も
の
を
除

き
、
相
調
貸
借
に
就

τ貸
主
を
標
準
正
し
て
見
る
に
、
大
陸
寂
金
、
準
官
金
及
び
町
入
金
り
三
純
ご
す
る
事
が
出

来
る
。
官
金
ピ
は
幕
府
が
貸
付
〈
る
拝
借
金
の
類
で
ゐ
り
、
町
入
金
己
は
町
人
に
よ
る
町
人
の
資
則
的
貸
付
で
あ

h
、
準
官
金
正
は
寺
一
肱
、
機
勢
家
な
ど
が
幕
府
的
許
可
を
得
て
行
ふ
己
よ
ろ
の
貸
付
金
で
あ
る
d

こ
の
最
後
の
も

{

一

)

説

宛

徳
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寺
批
名
目
金
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二
十

t
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或は名目韻ともいふ
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設

第
二
十
七
巻

九
U唱

第
六
腕

入
ヒ
穴

ぬ一

徳
川
時
代
白
寺
批
名
目
金

の
は
官
金
同
慌
の
取
扱
を
受
付
、
殊
に
滞
貸
に
際
し
て
幕
府
よ

h
の
督
促
股
重
に
し
て
、
比
較
的
安
全
に
債
権
が

保
」
脱
さ
れ
た
粕
川
求
、
後
に
は
貸
金
業
者
が
自
己
的
情
椎
保
全
り
た
め
、
寺
批
機
勢
家
等
の
名
-v-
滞
る
に
至
っ
た
も

二
聞
に
は
封
建
的
形
式
、
他
商
に
は
町
人
階
級
撞
出
酬
の
賞
質
を
示
す
封
建
時
代
的
金
融
制
度

t
L
て
特
殊

0) 

で
の
興
味
を
有
す
る
も
の
で
ゐ
る
。

寺
枇
名
目
金
は
こ
の
準
官
金
仁
屈
す
る
も
の
で
あ
っ
て
・
宮
内
跡
寺
院
及
幕
府
正
特
殊
関
係
ゐ
る
寺
枇
が
、
同

堂
金
そ
的
他
の
資
財
4

皆
、
そ
れ
等
山
名
削
を
附
し

τ、
幕
府
の
許
可
を
得
1
貸
付
ぞ
開
始
し
た
の
に
始
ま
り
(
仮

h
に
「
第
一
義
に
於
け
る
名
目
金
」
ご
呼
よ
)
・
町
人
の
金
カ

ω浸
潤
す
る
に
及
ん
で
、
そ
の
貨
同
引
に
説
化
を
来
L

h

仏
(
椴
b
仁
「
第
二
義
に
於
り
る
名
目
金
」

E
呼
h
A
)

。
白
河
幾
翁
公
が
「
名
目
銀

ω貸
付
は
山
川
忠
良
雄
家
の
戚
を
借
り

て
債
を
取
収
む
る
の
魅
向
な
り
。
且
疋
は
始
め
に
貨
持
よ
b
依

ω滞
る
べ
き
を
は
か
hJ
、
山
尚
北
の
名
目
を
つ
り
お
き

て
、
返
済
ゆ
れ
ば
そ
の
借
主
的
町
所
家
主
ま
で
も
雛
儀
正
な
る
故
、
是
非
消
す
理
窟
を
考
へ
て
、
名
目
録
己
立

て
、
か
す
こ
ご
な
り
」
O

正
詳
し
て
居
る
の
は
、
第
ニ
義
rh
於
け
る
名
目
金
を
お
ゼ
る
も
の
で
あ
る
。

起
源
。

名
目
金

ω起
源
に
就
工
は
少
〈
ご
も
二
つ
の
源
流
を
考
へ
る
事
が
山
富
市
る
o

( 

ーー
) 

一
は
洞
堂
金
で
あ
hd
、
二
は
官
金

で
あ
る
。

中
世
に
於

τ寺
院
が
刷
曾
上
勢
力
を
有
せ

L
附
代
に
は
.
経
務
上
に
於

τも
亦
頗
る
優
勢
な
る
地
位
を
占
め
、

自
ら
金
融
の
事
e
f
b
司
っ
て
居
花
。
貸
付
資
本
は
寺
領
よ
h
の
牧
納
物
及
び
洞
堂
金
で
ゐ
つ

τ、
借
主
が
契
約

ω

不
履
行
に
よ
る
品
川
仰

ω冥
加
を
恐
れ
た
事
正
、
政
府
又
は
領
主
が
其
の
偵
躍
を
保
護
し
口
事
芭
に
よ
h
、
寺
院
は

梨請公遁書、上容、配布錦、ー凹頁



比
駿
的
安
全
に
利
殖
を
計
る
事
が
出
来
た
υ

洞
堂
金
ご
は
、
死
者
の
盤
を
加
る
震
に
檀
家
内
納
む
る
寄
附
金
で
あ

っ
て
、
同
堂
的
修
復
を
名
ご
し
た
が
ら
、
品
、

ω名
が
旭
h
、
特
に
洞
堂
金
の
貸
付
が
徳
政
令

ω範
囲
外
で
あ
っ
た
事

も
鎌
倉
時
代
の
文
書
に
見
え
て
居
る
。

hr
〈
の
如
、
さ
洞
堂
金
や
類
似
の
も
の
の
貸
付
は
徳
川
時
代
に
も
引
続
き
行

は
れ
、
寺
一
枇
は
そ
の
利
息
を
以
て
維
持
投
の
一
部
に
充
賞
し
て
居
た
も
の
で
あ
る
。

官
金
に
は
、
イ
拝
借
金
の
他
仁
‘
ロ
御
貸
付
金
‘

ρ

地
方
の
郡
代
・
代
官
が
租
校
正
し
て
牧
納

t
た
金
殺
を
、

江
戸
若
は
大
阪
仁
詩
る
迄

ω問
、
掛
屋
を

l
T貸
付
を
行
は
(
め
た
も
的
、
ニ
御
処
替
銀
古
都
し
、
御
特
訓
替
町
人

が
江
戸
に
諮
る
べ
き
金
銀
を
大
阪
に
て
似
受
け
、
し
定
期
日
り
後
江
戸

ω支
化
的
よ
h
幕
府
に
上
納
す
る
事
ご
し
、

毛
的
期
目
的
問
民
閉
じ
融
通
[
花
も
的
等
が
あ
る
。
此
等
以
幕
府
民
ぴ
武
士
階
級
が
総
務
的
に
闘
郷
己
な
り
初
め

花
一
克
誠
の
頃
よ
b
起
っ
た
も

ω
で
ゐ
る
が
・
後
二
者
間
伐
に
前
二
者
も
鞠
貨
が
行
は
れ
穴
の
で
あ
っ
て
、
何
れ
も

借
主
を
し
て
諸
市
首
而
に
官
金
な
る
回
日
を
記
入
せ
し
め
・
以
て
偵
柑
保
誌
に
促
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
υ

先
的
一
阿
堂
金
の
新
制
的
貸
付
が
官
金

MP似
の
取
扱
を
受
く
る
に
至
っ
た
も
り
が
邸
も
名
目
金
で
あ
っ
て
、
そ

ω古

い
記
録
は
伊
豆
闘
一
一
一
嶋
紳
此
り
説
付
金
制
古
に
見
る
離
が
出
来
る
o

郎
、
同
枇
で
は
享
保
十
八
年
七
月
か
ら
、
幕

府
か
ら
の
「
奔
備
金
』
ニ
百
雨
£
「
省
来
残
金
百
四
十
附
依
」
吉
を
伊
豆
代
官
よ
h
在
方
へ
貸
付
り
、
そ
山
り
年
々
の
利

金
を
以
て
堂
金
修
復
料
に
山
知

τ
る
蔀
正
な
っ
た
り
可
ゐ
品
。
同
二
十
年
に
は
仙
波
御
宮
内
「
被
下
品
川
」
山
貸
付
、
元

文
一
克
年
に
は
牛
込
放
生
守

ω修
復
料
残
金
り
貸
付
.
覚
保
一
元
年
に
は
湯
島
出
雲
寺
的
樹
金

ω貸
付
等
が
、
皆
代
官

を
通
じ

τ行
は
る
と
串
ご
な
っ
た

U

此
等

ω例
は
山
口
金
正
耐
堂
金
己
の
合
流
を
よ
〈
一
不
す
も
の
で
あ
ら
う
。

京
都
に
於
て
も
同
じ
頃
同
品
悼
の
利
猫
方
法
が
行
は
れ
た
が
・
江
戸
の
分
よ
弘
り
も
真
に
進
ん
で
、
金
子
の
預
hd
主

設

宛

n 
五

徳
川
時
代
の
寺
枇
名
目
金

第
二
十
七
巻

八
七
七
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話

苑

徳
川
時
代
自
寺
枇
名
目
金

第
二
十
七
谷

九
六

八
七
八

第
六
椀

は
代
官
で
は
な
く
町
人
で
ゐ
る
。
郎
翁
草
に
よ
れ
ば
、
「
京
都
名
目
録

ω
事
事
保
年
間
迄
は
な
し
、
一
冗
文
的
頃
議
官

御
方
御
賄
料
へ
金
二
千
闘
を
一
公
儀
御
翁
替
仲
間

ω者
を
省
主
賞
附
身
上
手
厚
き
町
人
共
へ
御
預
英
利
叫
仰
を
以
て
宮

御
方
の
御
手
蛍
に
可
被
潟
旨
被
仰
山
・
則
一
白
足
屋
仁
友
衛
門
(
等
)
四
人
へ
仰
預
げ
、
且
又
仁
和
寺
御
修
復
料

ω内

も
同
様
の
御
沙
汰
に
て
夫
ー
の
者
共
へ
配
常
秤
悦
被
仰
付
各
家
質
を
差
上
、
預
の
右
仰
鋭

ω名
目
を
以
て
世
上
へ

貸
付
の
事
政
右

ω者
共
よ
り
相
願
御
見
な
り
o

右
御
用
も
蒙
る
者
共
、
御
免
ザ
町
人
に

r
r
r
r官
r
r
u一五い山

、J
、-
0 

そ
の
後
寺
枇
名
目
金

ω貸
付
は
次
第
に
多
〈
な
h
、
属
医
方
・
椛
家
方
・
堂
上
方
も
之
に
倣
ふ
に
歪

h
し
も
の
な
る

が
、
何
故
寺
枇
の
貸
付
金
が
官
金
岡
品
川

ω保
訟
を
受
く
る
に
至
h
L
や
は
、
そ
り
許
可
せ
し
寺
枇
が
多
〈
放
願

所
、
宮
内
跡
戒
は
徳
川
家

ω人
達

ω菩
提
所
等
、
朝
廷
又
は
幕
府
Z
何
ら
か
の
閥
係
ゐ

h
L
事
よ
b
容
易
に
察
知

す
る
事
が
出
来
る
。
卸
も
此
等
の
寺
枇
仁
し
て
領
地
な
き
か
、
あ
れ
ど
も
そ
の
吹
納
物
を
以
ー
し
て
は
経
理
立
行

き
難
き
時
は
、
幕
府
は
年
々
維
持
費
を
下
渡
し
、
若
く
は
奔
借
金
に
賂
ぜ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
w

一
克
蔽
以
後
財

政

ω窮
乏
を
告
「
る
や
・
幕
府
は
寺
枇
自
ら
の
刺
殖
じ
よ
b
て
負
擦
り
減
品
目
を
待
ん
ご
せ
し
事
こ
れ
で
あ
る
o

き

れ
ば
二
そ
、
こ
の
頃
よ
h
寺
枇
の
富
鍛
や
糊
化
を
も
許
し
、
享
保
十
四
年
に
は
修
復
料
下
波
の
取
締
り
を
も
計
っ

て
居
る
の
で
あ
る
。

京
都
に
於
け
る
名
目
金

ω如
〈
、
町
人
が
貸
付
取
扱
を
な
す
に
至
り
1
u
所
以
は
、
寺
枇
が
直
接
笹
利
業
に
携
は

る
を
恥
じ
た
る
端
、
倍
利
的
業
務
に
疎
か

b
L
ニ
記
等
に
締
せ
ら
れ
る
。
ご
ま
れ
名
目
金
的
町
人
取
扱
は
第
二
義

に
於
り
る
名
目
金
融
属
生
の
端
緒
な
る
が
、
術
特
殊
な
る
原
因
ご
し

τ亭
保
年
聞
の
金
銀
訴
訟
整
理
的
事
を
血
中
げ
ね

頁七

。
大

頁

E

G

 

o
-
z
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政
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史
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山
ハ

類
f
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五
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ば
な
ら
ぬ
o

卸
同
四
年
に
、
「
近
年
金
銭
出
入
段
I
多
成
、
評
定
所
寄
合
の
節
も
此
儀
を
専
取
扱
会
事
訴
諮
は
末
に

罷
成
、
評
定
り
本
旨
を
失
候
、
借
金
銀
四
月
懸
h
等
の
儀
は
、
人
々
相
謝
の
上
の
事
に
候
得
者
、
自
今
は
三
奉
行
所
仁

て
務
口
の
取
扱
致
問
敷
候
、
併
欲
心
を
以
前
曹
を
巧
候
出
入
々
は
不
屈
を
札
明
い
た
し
御
仕
置
可
巾
付
候
事
〕

J
の

御
鯛
書
出
た
る
に
よ

h
、
武
家
論
伎
は
じ
め
四
民
を
債
務
者
に
持
つ
町
人
は
守
口
金
問
慌
の
保
誰
を
求
め
ん
ご
し
、

こ
、
に
偶
1
利
用
せ
ら
れ
忙
の
が
第
一
義
に
於
付
る
名
目
金
に

L
て
、
寺
一
刑
は
貸
付
資
本

ω
一
部
を
純
金
ご
し
て

提
供
し
・
或
は
名
目
の
み
を
貸
奥
し
て
貸
付
資
本
は
全
然
町
人
に
依
願
す
る
事
ご
も
な
っ
た
の
で
ゐ
る
。

( 

一一一) 

沿
革
。

此
の
如
〈
に

L
て
生
じ
た
名
目
金
が
、
京
都
及
び
江
戸
の
勢
力
め
る
寺
此
の
名
目
を
以

τ、
商
業
般
雄
な

h
L

江
戸
・
大
阪
・
京
・
伏
見
・
掛
等
に
後
述
し
た

ωは
常
然

ω引
で
ゐ
る
。
江
戸
・
京
都
で
は
」
早
川
開
一
冗
文

ω頃
よ
ち
始
ま

っ
た
が
、
大
阪
に
て
は
資
暦
三
年
京
都
光
芸
寺
胸
堂
金
的
貸
付
を
以
て
鴫
矢

εす
る
。
そ
の
他
京
都
的
獄
源
寺

(
貸
出
世
十
一
年
)
、
泉
揃
寺
(
周
年
間
)
・
青
蓮
院
(
明
和
五
年
)
、
特
思
院
(
同
年
)
、
妙
法
院
(
安
永
一
苅
年
)
、
宇
治
苧

等
院
(
明
和
五
年
)
、
大
津
国
尚
院
(
賢
一
暦
十
二
年
)
、
高
野
山
大
徳
院
(
天
明
二
年
)
が
夫
I
大
阪
に
貸
付
所
又
は
貸

付
支
配
人
を
置
い
た
。

之
よ
り
先
京
都
に
て
は
名
目
金
山
弊
害
甚
し
〈
な
れ
る
結
果
、
幕
府
よ
り
役
人
を
遣
は
し
、
町
本
・
行
Z
協
力
し

て
返
済
調
停
の
勢
を

t
b
、
「
是
迄
的
貸
付
の
分
不
残
三
十
年
賦
に
申
付
ら
れ
油
田
の
内
外
凡
そ
徳
政
楽
情

ω心
地
し

T
大
火
を
打
消
た
る
如
〈
な
]
っ
た
が
科
な
〈
元
の
如
〈
な
ち
、
江
戸
・
大
阪
に
て
も
追
々
弊
害
を
生
じ
初
め
た

の
で
、
安
永
四
年
に
は
全
般
的
に
取
締
b
ω
方
法
を
講
じ
、
寺
枇
名
目
金
貸
付
は
幕
府
ω
許
可
し
た
令
高
に
限
b

民

宛

九
七

徳
川
時
代
田
占
守
位
名
目
金

第
二
十
七
巻

第
プミ「
掛

入
七
九
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出止

第
二
十
七
巻

ブLノ、

λ
A
O
 

第
六
附
腕

現E

徳
川
時
代
的
守
枇
名
口
金

公
儀
へ
差
出
さ
せ
・
こ
れ
を
奇
批
所
在
地
の
奉
行
所
又
は
代
官
よ
h
貸
付
り
る
事
ご
し
た
o

け
れ
ど

t
こ
の
方
法

も
従
来
の
も
の
に
は
治
則
し
な
知
っ
た
ら
し
〈
、
又
一
九
明
二
年
に
始
ま
れ
る
高
野
山
大
惚
院
内

J

貸
付
が
寺
白
ら
り

子
t
行
は
れ
た
事
は
、
該
取
締
り
の
践
重
な
ら
当
り
し
を
一
不
す
も
の
で
ゐ
品
。
遂
に
覧
政
一
苅
年
に
主
。
、
大
阪
に

綱
吉
を
出
し
て
名
目
金
め
一
大
特
縦
な
る
抗
出
先
訴
桃
b
u
停
摩
L
、
以
て
名
目
金
の
質
効
品
川
」
失
は
し
め
ん
ど
[
た

が
、
同
年
六
月
以
後
.
戒
は
貸
付
支
配
人
の
氏
名
を
披
川
崎
し
、
或
は
一
冗
利
金
の
返
済
を
忽
に
す
べ
か
ら

Y
九
一
行
を

総
告
せ
る
幾
多
の
畑
4
M
L
4
4
1
る
-
』
ピ
は
取
締
的
無
効
な
り
し
を
続
は
し
む
る
に
足
る
で
ゐ
ら
、
フ
。

町
三
曹
司
、
司
H
a
L

、ドr

司到

p
p白
守
下
H
V
F
r
F
A
A

同
八
年
に
は
芝
天
光
院
尾
張
殿
御
寄
附
金

ω貸
付
が
大
阪
に
於

仁
は
江
戸
芝
鑑
誕
刑
紀
伊
殿
御
寄
附
金
の
位
一
付
、

て
行
は
れ
て
ゐ
る
し
η

江
戸
ド
於
て
も
谷
中
臨
江
奇
の
貸
付
金
が
享
和
三
年
に
名
目
金
ピ

L
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。

文
政
二
年
に
叉
'
全
般
的
に
取
一
揃
令
官
山
し
た
が
、
安
水
四
年
の
も
の
を
掛
川
し
た
に
す
ぎ
す
、
同
九
年
に
は
府

上
寺
山
新
規
御
貸
付
金
が
名
目
金
正
し
て
取
扱
は
れ
る
ご
岡
山
川
に
大
阪
し
も
そ

ω出
政
所
が
山
家
、
天
保
七
年
に

は
熊
野
三
山
貸
付
金
は
大
阪
並
に
兵
庫
に
出
張
所
を
設
り
た
。
真
に
弘
化
一
元
年
じ
は
、
通
常
貸
借
は
相
樹
新
を
巾

波
さ
れ
た
に
も
拘
ら
す
、
官
門
跡
方

ω貸
付
金
は
官
金
同
総
訴
訟
手
段
を
別
ふ
る
W

唱
を
許
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る

が
、
こ
の
誌
に
開
削
し
て
守
枇
本
行
.
町
本
行
、
評
定
所
的
聞
い
奈
換
さ
れ
た
文
乱
首
仁
は
次
的
如
き
多
数
的
名
円
余

M
Y

掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る

ωで
ゐ
る
印
郎
、
青
蓮
院
・
闘
揃
院
・
妙
法
院
・
仁
和
寺
二
一
来
院
・
仰
充
寺
・
専
修
守
・
大
徳
院
・

浅
草
唯
念
苛
・
鎌
倉
東
山
魁
寺
・
山
城
困
通
寺
・
大
脱
却
寺
・
箆
勝
院
・
久
法
寺
・
善
光
告
・
池
上
本
門
寺
・
砕
帥
州
船
舶
願
入
寺

の
貸
付
金
に

L
て
、
文
政
十
年
仁
名
目
金
正
し
て

ω取
扱
を
許
苫
れ
な
か
っ
た
国
語
寺
の
名
も
見
え
て
ゐ
る
の
で

六回えîJi 火、~.ト山、八一一、八三:h.n
-r_'I*削列、政前部i凡l、 1、01日lu'
比 rl~以前山御貸付合に J.I Lて新組なる文字を 111三。J(U司貸付金目許制lは、
小林]1二郎氏[!i1上告と之内金貸栄J(隆史j山 n-1-::也ニ蹴断叫)事[1ι[
j、血rJj火、笹三、八三Iプミ以
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あ
る
o

従
つ

τ
そ
の
貸
付

ω行
は
れ
た
地
域
の
如
き
も
・
江
戸
・
大
阪
等
の
都
合
地
に
止
ま
ら
す
、
大
和
・
河
内
・

逗
江
・
和
処
・
丹
波
・
紀
伊
等
の
在
地
に
及
び
、
後
年
名
目
金
の
増
加
に
件
ひ
そ
れ
ら
寺
院
の
勢
力
範
凶
的
地
方
向

へ
ば
信
濃
北
越
等
仁
ま
で
蹴
っ
た
事
芭
思
は
れ
る
の
で
ゐ
る
。

首
都
未
に
況
づ
〈
や
凶
事
多
端
ど
な
ム
リ
、
安
政
以
後
は
最
早
取
締
的
側
首
b
d
見
J

る
仁
王
っ
た
。
り
れ
ど
も
民
間

に
名
目
金
的
非
を
あ
ば
〈
者
な
ど
あ
る
を
見
れ
ば
、
依
然
そ
の
行
は
れ
し
を
'
知
る
べ
〈
、
遂
に
明
治
の
新
政
ピ
な

っ
て
一
冗
年
に
名
H
金
の
貸
付
を
禁
じ
、
名
目
金
の
利
類
性
質
に
従
勺

τt背
後
ι
応
分
を
決
す
る
ん
胡
古
な
り
た
。

第

名
目
金
の
仕
組
及
び
貸
付
の
方
法

(
一
)
仕
組
。

イ
奇
枇
の
貸
付
資
本
第
二
一
一
)
に
於
て
、
二
三
寺
刷
の
貸
付
資
本
の
由
来
を
遁
べ
た
が
、
今
少

L
〈
之

を
分
析
す
れ
ば
、
寺
枇
自
ら
の
倒
産
又
は
幕
府
朝
廷
位
甘
か
ら
来
た
も
の
ご
、
一
般
民
聞
か
ら
集
め
ら
れ
た
も
の
ど

に
匝
別
す
る
事
が
出
来
る
。
前
者
に
属
す
る
も
の
は
、
仰
洞
堂
金
の
類
(
光
雲
寺
。
泉
涌
寺
・
大
徳
院
・
天
党
院
・
鑑

団
地
耐
)
、
昨
地
主
等
り
御
法
金
(
五
円
蓮
院
・
妙
法
院
・
臨
江
守
)
拝
借
金
(
三
嶋
紳
枇
・
増
上
寺
)
.
仰
参
府
御
如
意
金

(
・
智
総
院
)
、
御
物
成
挑
代
金
(
園
仙
院
)
等
で

.e-の
内
塙
上
寺
山
り
拝
借
金
は
名
目
令
一
貸
付
の
た
め
仁
わ
さ
わ
芯
仏

bd
た
も

ωで
あ
る
υ

後
者
に
印
加
す
る
も
の
は
、
講
金
(
背
巡
院
・
中
等
院
)
、
糊
化
合
(
光
吾
首
寺
・
妙
法
』
仇
・
熊
野
一
二
山
)
、

富
盆
金
(
熊
野
三
山
川
)
、
預
金
(
熊
野
三
山
)
等
で
、
前
者
ご
異
h
寺
刷
め
金
融
機
関
ご
し

τ川町而
H
利
I
備
は
れ
る

を
見
る
の
で
あ
る
。

言t

宛

j、
ノ、

拡
川
時
代
白
苛
世
名
目
企

第
二
十
ヒ
谷

第
六
蹴

プL

:Jc 

に」
d

J
刀由

。
一is王制

F

C

錯

H
-

除

。

ハ

臨

一
-
、
院

瓦

九

九

、

七
、
口
瓦
は

聞
大
古
川
て

ご
谷
、
。
一
就

一
、
凹
九
に

、
料
部
、
本

阿
見
事
ニ
誌

を
済
此
を
付

、
粧
、
、
貸

民
政
弛
史
円

市
川
制
市
斗

肱
本
事
阪
」

六
日
イ
い
大
相
哨

)
)
)
)
)
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滝ロ
町
人
資
本
ご
の
関
係
右
の
如
き
名
目
を
有
す
る
貸
付
資
本
が
名
貫
一
致
し
て
居
た
が
、
戒
は
ど
り
程

度
ま
で
町
人
資
本
が
混
合
せ
ら
れ
て
居
た
か
は
窺
ひ
知
る
を
得
な
い
が
、
町
人
資
本
が
関
係
し
て
ゐ
柁
範
囲
内
に

於

τは
概
念
的
に
こ
つ
の
仕
組
を
知
る
事
が
出
来
る
。

第
一
は
、
寺
一
批
が
町
人
に
名
目
を
貸
山
崎
し
、
名
目
料
ピ

L
τ
運
上
を
取
れ
る
も
の
に
し
て
、
世
事
見
開
銀
に
は

「
(
前
略
)
叉
町
人
百
姓
へ
右
等
(
踊
堂
金
・
永
続
料
)
り
名
目

ωみ
貸
遣
は
し
て
運
上
杯
ご
る
な
り
」
己
指
摘
し
、
そ

の
質
例
は
増
上
奇
新
規
貸
制
金
の
町
方
貸
付
所
l
見
品
事
が
出
来
る
o

町
方
貸
付
所
は
文
政
九
年
十
月
に
幕
府
の

許
可
を
受
り
、
直
も
に
鶴
屋
町
藤
本
重
五
郎
方
に
て
貸
付
を
開
始
せ
る
も
の
な
る
が
、
増
上
寺
は
幕
府
か
ら
借
受

け
た
三
千
闘
の
内
千
闘
を
純
金
ご
し
て
岡
貸
付
所
に
下
渡
し
、
叉
直
も
に
同
貸
付
所
よ
hJ
千
闘
を
例
受
け
て
戻
る

の
を
見
れ
ば
、
質
際
は
現
金
の
授
受
無
か
り
し
も
の
吉
見
ゐ
べ
〈
、
叉
同
貸
付
所
の
貸
付
資
本
は
七
高
耐
な
り
し

を
考
ふ
れ
ば
増
上
奇
は
名
目
の
み
を
貸
同
封
し
た
る
も
の
な
る
事
朋
か
で
あ
る
。
克
仁
同
年
六
月
増
上
寺
役
所
の
定

め
た
る
規
約
に
は
、
「
町
方
貸
付
所
利
盆
金
の
内
品
川
合
品
目
分
之
謹
上
金
御
官
山
内
新
規
貸
付
所
へ
可
相
納
L

E
ゐ

h
、
倫
叉
用
達
町
人
共
は
、
「
大
港
之
企
事
」
の
入
費
を
「
冥
加
の
た
め
」
御
常
代
様
御
納
戸
へ
納
め
・
附
市
来
も
麗
ら

A
V
納
め
た
き
旨
増
上
寺
へ
申
出

τ居
る
が
、
此
等
も
そ
の
問
の
事
情
を
明
白
じ
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
は
寺
一
枇
が
町
人
等

ω金
を
集
め
耐
空
金
そ
の
他
な
ち
己
し
て
貸
付
を
行
ひ
、
出
金
者
に
劉
L
て
利
潤
の
分

配
を
行
っ
た
も
の
で
、
そ
の
著
例
は
増
上
寺
の
新
規
貸
付
金
に
之
を
見
る
。
同
寺
は
前
越
川
り
如
〈
幕
府
よ
り
貸
奥

せ
ら
れ
た
三
千
雨
を
貸
付
資
本
に
充
賞
し
た
る
も
の
な
る
が
、
文
政
九
年
五
月
に
貸
付
を
開
始
す
る
や
、
内
千
雨

は
大
阪
出
張
所
へ
港
り
、
残
金
は
寺
内
の
貸
付
携
賞
者
端
誕
院
に
受
取
り
、
直
も
に
五
千
闘
の
貸
付
を
行
ワ

τ居

苑

他
川
時
代
。
守
枇
名
目
金
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る
。
之
に
依
っ
て
幕
府
か
ら
貸
奥
せ
ら
れ
た
分
は
純
金
正
し
て
使
用
せ
ら
れ
た
る
も

ωな
る
事
が
明
か
で
ゐ
る
。

尤
も
差
加
資
本

ω金
主
に
は
町
人
掛
鹿
屋
新
右
衛
門
の
他
に
、
水
戸
の
家
訓
郡
大
久
保
某
、
中
律
の
家
来
岡
見
某
な

る
二
人
の
武
士
が
あ
る
が
、
大
久
保
は
水
戸
の
家
識
を
買
っ
た
成
上
h
武
士
に
ピ
の
事
で
あ
る
。
そ
の
他
W
A
暦
八

年
泉
涌
寺
胴
堂
金
貸
付
を
許
可
L
た
る
際
.
評
定
所
よ
ち
寺
枇
悲
行
へ
の
遁
遺
書
に
、
「
(
前
略
)
右
類
の
願
相
靖

候
而
は
其
内
に
は
、
戚
相
機
候
貸
付
金

ω名
目
に
て
内
々
外
令
等
先
入
公
判
申
師
酬
も
石
也
候
て
は
紛
敷
、
其
上
演
万

の
儀
も
貨
に
澗
堂
金
同
様
に
般
吸
収
立
候

τは
差
支
の
儀
も
出
来
可
申
哉
に
付
一
五
々
」
己
記
1
、
享
和
三
年
谷
中

臨
江
守
的
貸
付
頗
仁
劃
す
る
評
定
所
の
議
に
、
「
(
前
略
)
例
沓
に
は
延
享
五
年
至
心
院
棋
仰
逝
去
の
節
御
抽
出
金
御

遺
物
等
彼
ド
候
趣
者
御
給
事
の
皮
t
納
縦
割
汁
職
附
剛
山
川
候
帯
而
じ
も
相
臼
凡
候
待
4t.
明
和
五
年
御
嗣
堂
金
二
百
阿
波

明
院
様
よ
り
御
寄
附
被
成
下
候
由
者
奉
行
所
書
留
M

唯
一
之
、
従
大
奥
向
被
下
候
越
仁
相
附
候
仁
っ
き
御
偶
守
居
へ
掛

合
糾
候
蕗
難
相
分
自
に
御
座
候
。
然
上
は
御
網
堂
金
の
由
は
金
申
立
迄
の
儀
・
伯
方
よ
b
取
世
候
説
文
に
御
利
金

金
の
趣
有
之
候
ピ
も
右
は
相
叫
割
の
儀
、
右
割
引
取
上
候
様
相
成
候
て
は
際
限
も
有
之
悶
致
、
御
寄
附
的
諮
不
相
分
者

難
取
筋
に
付
一
五
一
々
」
ご
あ
っ
て
、
由
緒
不
明

ω貸
付
資
本
を
受
付
げ
F
h，
L
理
由
の
一
竿
は
町
人
資
本
の
混
入
を

防
「
に
ゐ
っ
た
の
で
あ
ら
う
o

安
、
水
四
年
の
一
刺
堂
金
代
官
取
扱
も
こ
の
事
を
慮
れ
る
も
の
で
あ

b
、
弘
化
一
冗
年
.
寺

枇
奉
行
よ
b
の
伺
書
に
も
此
の
事
を
記
し
て
居
b
二
同
年
行
は
れ
し
青
通
院
、
智
恩
院
及
び
平
等
院
の
貸
付
金
の

尚
来
調
査
も
此
の
冊
聞
を
主
ど

L
て
居
る
。

右
の
如
、
さ
名
目
金
へ
の
町
入
金
力
の
授
潤
は
、
名
目
金
じ
就
て
の
不
正
を
意
味
す
る
け
れ
ど
も
、
金
融
制
度
ピ

Lτ
は
、
寺
舵
固
有
の
資
本
の
貸
付
よ
b
も
一
歩
哨
臨
ん
.
た
も
の
ど
一
五
へ
ょ
う
。

苗t

苑

総
川
時
代
目
寺
船
名
目
企

第
二
十
七
巻

入
λ 

tι 
プ〈
棋

Eコ

世事見聞鋭、 t-1'i

IHtJl女郎氏前J品論文

古車提fi施、定数部三、ニバt:1".[

同」二 世前部問、 J、Q凹f(
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高t

凋

fコ

直
川
年
E
h
J
B
J
t
i
h
l
面

t
I
u
f
u
y
川

4
1
4

第
二
十
七
寄

八
八
四

第
一
ハ
批

( 

一一) 

貸
付
方
法
。

オ
寸
枇
が
名
目
金
の
貸
付
を
行
は
ん
正
す
る
に
嘗
つ
て
は
、

そ
の
利
金
を
以
て
堂
舎
の
修
復
、

創
刊
耐
に
充
つ
る
た

め
、
此
等
の
事
怖
を
具
し

τ江
戸
の
寺
刷
本
行
仁
願
山
で
、

寺
刑
奉
行
誕
に
は
評
定
所
り
決
議
に
よ
っ
て
許
可
不

許
可
が
決
せ

ι一れ、
許
可
せ
ら
れ
た
時
は
守
此
本
行
よ
h
各
地
町
奉
行
又
は
代
官
へ
こ
の
旨
一
池
如

L
・

ず

E
a
f
y
F
J
r』
'J

、

m凹
1
4
f
1
F一ノ

貸
付
金
的
名
稀
・
目
的
・
金
高
・
支
配
人
の
宿
所
氏
名
・
利
率
m
マ

抱
勝
す
べ
き
回
同
的
側
J
M
h
f
t

山
し
て
初
め
て
作
品
川
判
り
が
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
左
に
貸
付
.

主い、
w
h
a
a
i
H
』
こ
.

ιu・
，
柑
』

'E1
・
f
E
S
F
t

-
A
ぴ
伯
受
人
は
一
克
利
共
滞
川
県
〈

制
受
に
於
け
る
二
三

0) 

(世事
さ(イ)攻
、1'i i' 
然付越
ら 金 べ
さ. J民よ
る t庇う
分人

就
τ 
li 

名
川
金
は
右
の
如
き
方
法
で
貸
付
げ
ら
れ
る

ωで
ゐ
る
が
、

代
官
所
取
扱
の
分
は
相
官

戒
は
矧
蓮
人
を
し
て
取
扱
は

L
め、

戒
は
寺
枇
自
ら
之
を
行
ひ
、

b
v拘

T
a
巳
主
『
リ

」

E
'
U
4主
d
l

支
配
人
仁
任
命
し
に
町
人
に
貸
付
方
を
委
任

L
1
0

吉
、
覚
、
水
寺
の
市
健
作
A
J」、

4

↓リ枇

ω班
技
持
品
は
増
上
寺
が
そ
山
町
幾
分
ケ
自
ら
行
つ

n 
0) 

泉
揃
寺
が
克
政
よ
h
嘉
氷
ま
で
臨
附
行
っ
た
の
Z
等
そ
の
例
に
乏
[
い
。

用
法
人
叉

は
υ水
車
市
若
は
山
棋
士
己
締

T
る
寺
役
人
を

L
J
L
取
扱
は
し
め
た
も

ω
に
は
増
上
寺
を
初
め
、

相
官
旧
叫
院
・
山
地
浦
寺
・
点
円
通

院
・
盛
縦
寺
等
少
か
ら
中
存
す
る
の
を
見
品
。

尤
も
増
上
寺
山
知
き
は
町
方
貸
付
役
所
設
置
に
際
し
て
宮
有
町
人

を
用
途
人
に
趨
用
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
資
質
は
弐
山
支
配
人
正
の
差
別
時
を
見
出
し
難
ハ
ー
の
で
ゐ
る
。

貸
イJ

の
た
め
に
町
人
を
支
配
人
に
任
命
し
た
も
の
が
最
も
多
い
。
国
制
院
の
加
古
は
江
戸
に
て
は
代
官
取
放
を
受
け
乍

ら
閥
闘
で
は
相
謎
ら
守
支
配
人
に
よ
る
貸
付
を
行
っ

τ居
る
。
又
一
人
に
し
て
二
所
名
目
金
の
支
配
人
を
粂
ね
た

も
の
も
ゐ
品
。
此
等
の
事
は
名
目
金
に
就
て
何
ら
か

ω不
正
を
想
像
せ
し
む
る
も
の
な
る
が
、
確
貨
な
る
史
料
な

大混"lji虫、幸一、九五三頁

例へば、安北'1'1日l、f肝t峰民太Jも札f治、附前院と妙法l記と"， x町人を支配ねたるが

如 L(1、阪1[1史、在三、 λ六一、ブ，0--1'0 

10) 
11) 



き
を
遺
憾
古
す
る
。
品
等
別
達
人
支
配
人

ω増
員
・
退
峨
・
交
持
等
の
度
に
は
一
々
寺
枇
奉
行
所
へ
届
出
で
、
一
見
に

町
本
行
よ
り
こ
の
こ
ご
を
一
一
般
仁
活
迭
し
た
も
の
で
あ
る
ο

叉
貸
付
所
用
法
人
の
宿
所
、
支
配
人
心
居
宅
に
は

夫
I
守
枇
内
腿
砕
を
絞
り
高
張
守
立
て
、
そ

ω所
庄
合
明
か
に

L
た
。
貸
付
取
扱
に
就
L

の
特
晃
一
な
例
は
江
戸
に

於
り
る
熊
野
一
ニ
山
貸
付
金
で
ゐ
る
。
天
保
年
間
許
可
を
得
て
「
芝
三
山
貸
付
所

L
t設
泣
し
、
紀
州
繕
よ
り
劇
収
、

一
克
締
手
代
等
を
置
い
て
一
切
を
管
理

L
、
只
に
貸
付
の
み
な
ら
や
・
預
金
を
も
取
扱
川
目
、
榔
C
て
紀
州
諮
り
一
財

政
機
関
正
な
っ
た
ω

ロ
名
目
金
山
り
借
主
名
目
金
の
一
貸
借
が
主
ご
し
て
生
産
の
た
め
な
り

L
や
消
費
の
た
め
な
り

L
や
碓
知
す

る
を
得
な
い
が
、
借
主
的
性
質
に
よ
b
そ
の
大
刷
版
が
窺
は
れ
る
。
旬
、
東
叡
山
山
り
如
き
は
砿
石
以
上
り
大
名
に
限

つ

τ居
た
し
、
そ
の
他
に
於
℃
は
武
士
階
級
全
般
及
び
下
級

ω町
人
百
姓
が
主
た
る
借
主
l
ゐ
っ
た
成
仁
忠
は
れ

る
o

蛍
附
の
武
士
は
扶
持
米
切
米
を
燐
喉
に
札
差
や
戒
宿
か
ら
金
を
借
b
、
拝
借
金
を
惜
h
、旧市

τは
座
一
四
金
、

日
成
[
銭
を
も
伯
h
た
程
で
あ
る
か
ら
、
名
目
金
な
も
無
論
悩
b
だ
の
で
め
っ
て
、
「
償
時
専
ら
行
は
る
、
御
貸
付

金
を
似
b
、
叉
宮
内
跡
方
名
目
金
を
伯
h
、
H
T
限
高
ゆ
内
過
宇
も
立
(
伶
も
、
利
足
そ
の
他
に
差
山
す
日
中
に
な
っ

て
、
身
上
山
口
闘
方
を
失
ひ
一
再
々
〕
吉
、
監
事
目
見
聞
銭
の
著
者
が
評
し
て
居
る
の
も
張
も
誇
張
で
は
ゐ
る
ま
い
。
町

人
百
燃
に
ゐ
つ
て
は
宙
布
な
も
の
は
自
ら
金
貨
を
行
っ
て
居
た
程
で
あ
る
か
ら
・
名
目
金
り
借
受
付
は
、
他
山
り
袋

金
ピ
同
様
、
下
時
閣
部
分
に
多
か
っ
た
事
ピ
考
へ
ら
れ
る
α

「
同
時
又
有
酬
田
川
会
儀
的
御
振
合
に
肱
じ
働
に
で
悶
々
商

人
共
迄
尚
氏
筋
に
威
勢
を
付
‘
或
は
岡
主
係
主
り
定
h
T
請
.
或
は
営
方
門
跡
方
等
の
名
目
を
恨
h
、
叉
は
仕
入
金
・

積
金
等
正
統
し
金
銭
を
貸
付
、
貧
民
を
相
手
に
ご

h
τ
諸
口
聞
を
抑
へ
取
b
-
利
潤

ev締
め
上
る
事
を
儲
る
】
の
で

詰t

施

徳
川
昨
代
の
ヰ
サ
副
名
目
金

第
二
十
士
巷

耳、1
L'z 

第
六
班

。
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説

~" 
徳
川
時
代
の
寺
前
名
目
盛

節
二
十
七
巻

λ
凡
士

第
六
貌

O 
幽

あ
る
o

見
来
れ
ば
消
費
の
勉
め
の
借
受
が
主
な
b
し
を
窺
は
し
め
る
で
ゐ
ら
う
。

川

利

息

刺

率

に

就

τは
寺
一
耽
恋
・
行
の
前
可
を
受
(
る
を
要
L
た
か
ら
.
青
蓮
院
の
如
き
は

分
、
東
叡
山
は
七
分
、
岡
揃
院
・
平
等
院
は
一
割
、
増
上
寺
に
一
ー
も
一
割
二
分
に
し
て
、
日
公
・
足
利
子
一
歩
合
た
る
享
保

年
間

ω
一
割
五
分
、
天
保
年
聞
の
一
割
二
分
仁
比
較
す
れ
ば
、
低
利
な
り
ご
云
は
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
れ
ど
も

貸
付
に
際
し
て
は
筆
墨
料
・
雄
物
等
の
差
引
が
行
は
れ
、
借
主
の
弱
味
に
つ
け
こ
ん
で
内
密
利
率
の
引
上
等
の
行

は
れ
た
事
も

H

他
の
高
利
金
ピ
奥
り
な
く
、
司
』
、
仁
も
消
曲
賞
貸
借
た
ゐ
白
川
目
が
噛
摘
は
れ
る
。
高
利
仁
就
て
世
帯

見
開
銀
の
一
節
を
借
h
来
れ
ば
、
「
何
ぞ
御
婚
率
』
杯
は
此
上
も
な
き
ゃ
尚
武
の
御
方
な
れ
ば
貧
肢
を
憐
み
給
ふ
べ
き

筈
な
が
ら
友
に
非
争
、

A
1
貧
肢
を
奪
ひ
給
ひ
、
叉
宮
内
跡
方
は
仰
法
の
頭
梁
な
れ
ば
余
生
を
助
ぺ
き
所
に
、
叫
怖
の

外
非
道
を
行
ひ
給
ふ
な

h
o
貧
慾
満
々
た
る
山
師
共
が
、
其
非
道
の
成
を
被
b
て
高
利
を
食
品
事
な
b
o
共
高
利

古
い
へ
る
.
肺
官
へ
ば
本
金
融
通
貸
付
品
時
は
先
期
日
三
ヶ
月
を
定
め
、
其
三
ゲ
月
の
利
息
一
樹
二
割
な
ど
引
取
19

其
上
純
金
ご
蹴
し
是
亦
一
制
二
割
な
ど
引
取
b
、
本
金
扮
両
の
議
文
を
取

τ金
子
六
七
両
な
ら
で
は
波
2
v
る
な

b
o
是
を
三
ク
月
目
ド
ぃ
l
h
h
b
、

ゲ
年
五

一
旦
返
し
て
又
借
る
時
は
‘
叉
一
冗
の
如
〈
利
吉
鵡
金
共
踊
り
て
取
る
な
ム
リ
、
依

て
一
グ
年
も
貸
付
く
る
内
は
、
拾
両
は
武
拾
両
Z
な
hJ
、
百
両
は
武
百
両
正
も
此
加
増
せ
h
J
J
z
o

-
一
名
目
金
の
返
済
名
目
金
が
消
費
貸
借
、
而
も
高
利
の
も
の
な
b
し
結
果
、
返
掛
川
間
ー
り
が
頻
畿

L
た
。
貸

主
は
和
解
に
も
カ
め
た
が
、
督
促
の
方
法
正
し
て
は
、
或
は
「
滞
り
な
〈
返
済
す
べ

L
」
正
の
鮒
蓄
の
鯛
疏
方
を
依

頼

L
、
或
は
自
ら
借
主
に
強
要

L
、
最
後
に
は
訴
訟
の
方
法
を
周
ひ
た
。
訴
訟
手
段
に
よ
る
事
は
賞
仁
名
目
金
の

特
様
仁

Lτ
‘
「
通
例
町
人
同
志
金
銀
出
入
の
先
訴
有
之
候
共
、
右
先
訴
相
止
百
せ
、
書
面

ω貸
付
金
務
方
的
付
」

古事如苑、政治部四、六C六、大ー0目。政直怯銑二:]J。大阪市虫三二、
J'I佐多H目
卒同博士、日本組済史上ノ大臥(夕、医文牝鹿取錐).'11"ー頁
古~f翻苑、政治部問、六一三頁、徒出腎蓮院文書もと白串を示すも巴ならんか。
世主tJt且岡錦、ニO大頁

凶、η

8

9
吋

1

1

1

2

 



け
ら
れ
、
印
・
借
主
の
財
産
上
に
先
取
特
植
を
有
す
る
事
ご
な
っ

τ居
た
の
で
ゐ
っ
て
、
官
金
同
様
の
保
護
さ
は

主
ご
し
て
こ
の
事
を
指
す
の
で
ゐ
る
。
而
も
.
町
人
百
姓
が
借
主
な
る
場
合
に
は
町
役
人
曲
村
役
人
が
保
諸
に
立

つ
事
正
な
っ
て
居
た
の
で
、
彼
等
は
取
主
強
制
や
訴
訟
沙
汰
を
恥
官
、
詮
方
な
〈
直
も
に
保
能
的
責
任
を
巣
す
事

ご
も
な
う
た

U

き
れ
ば
大
阪
市
組
両
米
屋
町
の
天
保
四
年
の
町
内
申
合
式
目
帳
に
は
、
「
一
、
諸
家
様
方
名
目
銀
、

無
球
伯
諮
候
儀
省
之
候
は
い
、
年
寄
家
主
へ
相
断
相
談
上
、
返
済
的
手
嘗
も
有
之
候
は
い
v
t一
上
倒
h
諦
可
被
巾

事
]
な
る
一
グ
僚
が
掲
げ

ιれ
て
ゐ
る
。

市
街
期
読
書
そ
の
他
借
用
諮
書
に
名
目
命
な
る
回
目
借
主
を
し
て
記
載
せ

L
む
る
副
は
、
官
金
吉
岡
じ
〈

名
目
金
の
特
徴
に
し
て
、
例
へ
ば
増
上
寺
の
分
に
、
「
仰
常
山
御
場
所
向
御
道
具
御
修
復
料
金
拝
借
云
白
々
」
ご
記
せ

る
が
如
〈
、
青
盛
院
に
謝
す
る
謹
書
の
全
文
を
お
せ
ば
左
の
通
り
で
ゐ
る
。

芹
借
金
紅
文
之
市
計

一
、
金
千
五
百
両
者

但
御
羽
足
量
制
五
分
也

4
h
之
金
子
高
先
述
耐

公
俄
担
制
仰
立
世
御
貸
付
植
成
依

ゃ
ん
町
川
町
川
町
船
舶
船
酔
和
之
内
此
此
主
人
一
鍬
掠
就
川
古
川
悲
願
引
分
之
内
拝
伯
仕
件
脂
質
正
に
御
座
怯
挺
納
之
供
者
悦
卯
大

H
品
川
日
似
し
劃
…
判
謹
元
一
朝

金
制
貸
付
所

U
持
参
抵
納
吋
M
U

帖
尤
従

胸
中
耶
行
所
拙

仰
挫
供
御
組
嵐
逐
一
承
知
後
日
経
文
伯
而
加
骨

伊
蕗
脚
質
守
内

文
化
凹
卯
年
正
且

利

助

チド

1~ 

IJ、

本t

専

助

詑

苑

第
六
披

o 
五

徳
川
時
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苑

徳
川
時
代
の
寺
世
名
目
金

第
二
十
七
番

八
八
ヘ

部
六
輔

一O
大

理E
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j，)u 

殿側
役
人
中

¥ ~jf~f) 
円

誕

之
訂n
*11 
i革
1Wi 
之
{I:;~ 

口
仁]

本
文
Vこ

有
之
候
以

ーt

(Jt 

主I

地嗣保
H

聞
に
就
て
は
、

諸
大
名

ω借
金
に
ね
す
べ

t
表
向
指
保
無
用
主
主
ふ
事
に
な
っ
て
居
た
向
ら
、

右
の
品
川
文

に
も
見
え
な
い
が
、

事
賞
何
ら
か
の
携
仰
悼
を
提
供
し
て
居
た
も
の
で
ゐ
ら
う
u

若
山
り
他
的
附
級
者
に
於
戸
し
も
特
に

名
川
金
の
捻
保
己

L
て
は
・
知
子
ぜ
得
な
い
が
、

常
附
行
は
れ

c屈
だ
他

ω貸
仙
に
於
け
る
さ
同
総
で
め
っ
穴
ピ
考

へ
ら
れ

ι。

第

名
目
金
の
利
害

名
付
金
山
り
利
時
価
。

第
一
の
起
訴

ω項
に
述
べ
た
る
が
如
〈
、
名
川
金
に
特
棋
を
処
ふ
る
し
事
に
よ
っ
て
、
山
締
ゐ
る
寺
枇
へ
の
補
助

金
・
寄
附
金
・
汗
借
金
等
を
幾
分
に
て
も
弛
れ
得
た
り
ご
す
れ
ば
‘
幕
府
は
則
政
上
山
り
負
挽
を
制
収
減
せ
ら
れ
た
ら
ご

い
ふ
を
得
べ
〈
、
寺
此
並
に
出
資
者
は
依
雌
恥
」
保
逃
せ
ら
あ
、
事
に
よ
り

τ比
較
的
安
全
に
利
殖
を
計
h
得
た

b

ご
い
ふ
を
得
べ
く
、
又
比
岐
的
債
権
安
杢

ω結
果
は
利
息
も
一
般
一
両
利
金
よ
h
も
低
き
や
」
得
、
或
は
町
役
人
村
役

人
等

ω保
溢
に
よ
h
て
容
易
に
借
受
〈
る
市
中
も
出
家

τ、
借
主
側
に
於
℃
も
好
都
合
な
ー
り
し
を
思
は
し
む
る
も

ω

が
あ
る
c

指
野
三
山
貸
侍
金
が
紀
州
議
り
財
政
を
補
っ
た
如
一
一
き
は
特
殊
ゆ
例
で
ゐ
品
川
炉
、
右
山
り
如
き
こ
t
h
r
ら
全

般
的
に
昆
て
、
嘗
時

ω金
融
を
比
統
的
聞
滑
な
ら
し
め
た
ど
も
考
へ
得
ら
れ
る
。
何
百
な
れ
ば
元
秘
時
代
以
後
金

( 

ー
) 



銭
貸
借
は
盛
ん
ピ
な
り
』
享
保
年
間
に
は
相
掛
貸
仰
の
訴
訟
は
取
上
げ
ざ
る
事
ご
し
た
る
程
な
れ
ば
、
滞
貨
の
増

加
も
答
易
に
務
'
知
す
る
を
得
ぺ
〈
、
若
l
泊
蛍
な
る
約
椛
保
護
の
手
段
無
り
れ
ば
、
貸
借

ω泣
は
似
る
岡
知
ご
な

っ
て
居
た
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
よ
し
名
目
金
の
仕
組
が
如
何
様
じ
ゐ
ら
う
ご
も
、
そ
の
貸
備
の
触
れ
が

訴
訟

τふ
一
公
平
な
る
手
段
仁
よ
り
て
解
決
ゼ
ら
れ
た
る
は
、
枇
曾
上
よ
b
も
一
の
利
盆
ご
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

(
三
名
付
金
的
弊
害
。

か
、
る
利
盆
ゐ
る
が
放
に
、
名
H
金
を
利
用
せ
ん
ご
し
て
幾
多
の
弊
害
が
俊
生

L
た
ゆ
で
あ
る
が
、
-
』
、
に
は

貸
主
側
の
好
感
正
問
主
側

ω好
感
己
に
つ
い
て
岩
干
遁
ぺ
て
鬼
ょ
う
。

寺
院
が
陥
博
場
正
な
ら
門
前
の
茶
屋
が
峻
昧
屋
E
化
し
た
頃
に
は
、
同
川
侶
内
腐
敗
は
推
し
て
知
る
べ
〈
、
一
肪
給

料
・
供
養
料

ω如
き
も
あ
ら
凶
方
へ
消
費
さ
れ
た

ωは
会
然
の
事
賞
で
あ
っ
花
。
叉
堂
ヂ
建
築
の
如
き
も
立
身
出

位

ω手
段
ご
し
て
行
は
れ
た
。
か
、
れ
ば
す
ぺ
て
が
慾
の
表
現
ご
し
て
行
は
れ
、
財
政
悶
雌
は
首
然
り
結
果
で
あ

き
れ
ば
こ
そ
‘
御
調
堂
令
御
供
養
料
の
類
が
貸
付
資
本
正
も
な
h
、
幕
府
よ
り
特
別
的
保
識
を
得
て
名
目

金
古
な
る
に
及
ん
で
は
、
名
目
貸
典
ご
ま
で
准
ん
に
の
で
あ
る
。
而
も
之
の
み
に
止
ら
宇
、
名
も
な
き
寺
々
が
「
御

構
一
本
方
堂
上
方
等
へ
賄
賂
を
入
て
御
先
副
川
の
位
牌
を
抗
請
し
て
御
樹
願
所
・
御
位
牌
所
な
♂
嶋
へ
、
厨
子
・
戸
配
偶
・

幕
そ
の
他
家
々
の
紋
杯
付
て
成
勢
を
ご
る
」
な
Y
」
の
事
も
行
は
れ
た
。
鎌
倉
五
山
が
官
公
卿
の
名
目
に
て
貸
付
を

行
っ
て
居
た
如
、
苫
は
、
か
、
る
事
例

ω
一
で
あ
ら
う
。
郎
、
名
目
金
の
出
現
は
寺
剰
を
掘
っ

τ盆
I
怖
落
の
測
に

陥
れ
た
の
み
な
ら
争
、
由
緒
な
き
寺
々
を
も
同
じ
淵
に
引
込
む
事
ご
な
っ
た
の
で
ゐ
る
。

か
、
る
寺
枇

t
結
託
せ
る
町
人
は
、
貸
付
資
本
を
提
供
し
、
或
は
名
目
を
籍
h
て
自
己
的
債
椛
に
保
誌
を
求
め

ら'フ。
説

苑

徳
川
時
代
の
寺
枇
名
目
金

第
二

1
セ
笹

第
六
観

O 
t 

λ
入
丸
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第
二
十
七
笹

仙
川
時
代
目
寺
世
名
口
金

凡
丸

O

第
六
披

た
の
で
あ
る
が
‘
こ
の
事
は
他
の
町
人
を
も
引
入
れ
て
真
正
な
ら
F
品
名
目
金
支
配
人
た
ら
し
め
、
以
て
借
主
に

黙
を
及
ぼ
す
事
正
な
っ
た
。
「
是
迄
の
卒
詩
文
に
も
悉
〈
名
目
を
借
h
、
詩
文
を
仕
替
に
様
々
成
行
く
催
に
、
世
に

平
沼
文
は
な
き
慌
に
成
心
」

Z
翁
草
に
一
五
へ
る
は
こ
の
市
引
を
物
語
る
も
の
で
ゐ
ら
う
。

伯
主
の
側
い
就
き
て
見
る
も
、
返
済

ω督
促
厳
し
き
名
目
金
な
る
一
帯
を
承
知
の
上
で
伯
る
の
で
ゐ
る
か
ら
、
生

活
苦
し
き
ま
、
に
借
受
に
際
し
て
一
時
の
糊
塗
手
段
em
込
用
ぴ
、
貸
主
・
保
読
人
ド
迷
惑
を
か
げ
る
者
も
少
〈
な
か

っ
た
。
例
へ
ば
、
名
目
金
の
-
織
を
借
受
付
グ
る
間
経
文
に
ω
州
事
同
し
て
通
常
貸
借
を
行
ひ
っ
、
名
目
金
守
備
h
・
戒

は
二
重
に
名
目
命
を
借
っ
て
貸
主
に
逸
品
耐
を
hr
り
、
又
は
返
済
滞
b
の
節
奉
行
所
よ
ち
呼
出
さ
れ
る
度
毎
に
附
添

ふ
べ
き
町
役
の
者
は
、
そ
の
雑
用
ピ
脱
硫
古
を
版
つ

τ内
々
に
晴
樹
ま
し
て
や
る
結
果
、
最
初
よ
h
之
を
見
込
ん
で

名
目
金
を
偽
る
等
の
事
も
行
は
札
た
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、
一
般
に
高
利
金
の
貸
付
に
件
へ
る
害
忍
の
如
き
は
喋
々
を
要
し
な
い
で
あ
ら
う
。

第
四

幕

府

の

劃

策

代
官
取
扱
に
初
っ
た
名
目
金
は
、
町
入
金
カ
の
浸
潤
及
び
こ
れ
に
よ
る
楠
々
の
弊
害
を
醸
す
こ
Z
Z
な
っ
た
縛

め
、
幕
府
は
椅
々
取
締
方
法
を
講
じ
て
京
市
た
の
で
あ
る
が
、
自
身
り
都
合
も
あ
ち
、
由
緒
ゐ
る
寺
枇
へ
の
敬
遠
も

手
仰
っ
て
、
そ

ω封
策
は
慌
に
不
徹
底
に
終
っ
た
。
以
下
二
の
針
策
に
就
て
敷
言
を
費
す
守
}
E
Z
す
る
。

名
目
金
の
代
官
取
扱
。

安
永
四
年
寺
枇
奉
行
へ
の
議
に
臼
〈
、
「
惣
而
宮
門
跡
方
英
外
寺
院
仰
寄
附
金
又
は
自
己
貯
蓄
を
貸
付
に
致
置
、

( 

ー
) 

翁革、由主頁十八加、六三三頁

大幽Ilf史、桂三、ー=一二頁、容四、七=λ頁
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堂
合
修
復
再
建
等
手
常
に
致
候
自
を
以
、
嗣
堂
金
杯
の
名

H
仁
て
貸
付
の
儀
相
願
候
得
者
、
被
柏
伺
候
上
倫
受
候

者
之
名
前
、
所
付
並
金
高
書
付
等
主
(
所
り
奉
行
所
へ
差
山
首
、
右
俄
受
候
者
へ
無
滞
返
済
可
致
旨
奉
行
所
よ
hz'
鮒

流
の
義
被
申
達
候
も
有
之
候
世
陣
、
右
者
奉
行
所
よ
り
返
済
方
の
鯛
流
迄
に
候
得
者
、
自
分
金
貸
付
等
も
雛
相
知
に

付
、
以
来
は
守
枇
貸
付
金
返
済
方
嫡
流
の
儀
脳
出
侠
共
雄
相
成
候
間
被
得
其
意
、
出
貝
I
堂
舎
修
復
等
の
手
蛍
に
致

。
。
。
。
。
0

0

9

0

0

0

0

候
剖
陣
立
難
拾
能
筋
仁
候
は
い
、
相
願
候
金
高
不
残
公
儀
へ
局
差
出
業
所
の
奉
行
所
又
は
御
代
官
よ
り
利
足
並
に
年

限
を
定
在
町
へ
貸
付
、
其
寺
院
入
用
之
節
願
出
侠
は
h
v

取
立
相
波
候
積
に
候
閥
、
貸
付
金
相
願
候
門
跡
方
其
外
寺

院
等
有
之
候
は
い
¥
右
之
越
を
以
装
飾
可
被
相
伺
候
。
」
t
o
沿
革
の
項
に
述
べ
た
る
如
〈
常
初
の
名
目
金
は
こ
の

方
訟
仁
よ
っ
て
貸
付
り
ら
れ
た
も

ω
で
あ
り
、
泉
揃
守
一
州
生
命
貸
付
の
如
き
も
そ
の
一
例
に
し
て
、
資
暦
八
年
に

五
千
七
十
時
帥
耐
を
京
都
町
奉
行
所
へ
浸
出
苫
せ
、
十
三
年
に
は
貸
付
梼
な
れ
ば
他
に
泉
洞
寺
洞
堂
金
的
貸
付
あ
る

も
偽
り
な
る
回
目
布
迭
を
出

L
て
ゐ
る
。
古
れ
ば
こ

ω方
法
は
寺
院
自
ら
の
取
扱
を
許
し
た
結
果
生
じ
た
る
、
刷
出

金
高
以
上
り
貸
付
金
に
伶
ふ
弊
害
を
除
か
ん

Z
L
τ
、
名
目
金
貸
付
最
初
の
方
針
に
立
反
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
奉
行
所
又
は
代
官
取
扱
の
方
法
に
於
て
は
、
幕
府
は
元
利
金
の
返
済
に
全
責
任
を
負
ひ
た
る
た
め
そ
の
苦

痛
艇
か
ら
す
、
例
へ
ば
‘
天
保
十
四
年
に
岡
揃
院
が
江
戸
に
於
け
る
代
宵
取
扱
財
置
を
願
出
た
る
に
劃
し
て
日

〈
、
「
一
蹴
是
迄
貸
先
不
納
櫛
多
候
得
共
、
利
金
波
方
は
数
年
来
設
備
補
金
を
以
差
足
、
定
的
過
御
渡
に
相
成
候

得
共
、
猶
鳩
山
度
貸
先
生
・
高
棄
損
に
相
成
候
分
は
年
制
を
以
日
目
儀
よ
り
御
差
足
、
元
金
不
残
御
差
反
に
相
成
候
儀
に

有
之
云
々
」
言
。
右
の
如
〈
代
官
取
扱
に
於
て
は
楽
摘
に
際
し
て
す
ら
貸
付
委
託
者
へ
は
業
摘
の
効
川
市
の
及
ば
な

い
様
に
保
護
し
た
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
、
天
保
の
改
革
以
後
元
金
を
委
託
者
へ
年
賦
償
引
越
し
て
以
て
代
官
取
扱
を

詑

苑

。
九

徳
川
時
代
の
寺
世
名
目
金

第
二
十
七
巻

J、
ブL

餌
山
門
腕
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苑
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批

O 

J、
ブL

名

H
金

ω訴
訟
俊
先
機
的
停
戚

右
的
知
〈
安
、
水
四
年
以
後
幕
府
は
名
目
金
的
代
官
以
放
を
復
活
す
る
事
正
な
っ
た
が
、
飢
'
引
の
も
の
に
は
通
用

し
な
か
っ
た
ら

L
く
、
現
に
右
山
岡
刈
院
が
山
U
M
同
十
二
年
」
h
大
阪
に
於
1
行
へ
る
支
配
人
に
よ
る
貸
付
は
依
然

ど

L
て
縦

r
仰
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
ゐ
る
。
か
、
れ
ば
名
目
金

ω
弊
中
日
早
え
?
、
冗
政
元
年
松
一
宇
佐
信
老
中
峨
に
就

〈
や
、
そ
山
特
別
取
扱
停
止
を
ゆ
付
り
た
。
即
ち
同
年
正
月
山
速
に
臼
く
、
「
官
カ
守
院
よ
ち
貸
付
Mm
名
目
鋭
的

v

級
官
一
地
跡
例
制
川
削
，
協
約
方
刷
出
恢
は
uγ

、
是
迄
は
先
訴
布
之
分
引
上
候
符
共
、
向
後
右
先
訴
不
引
上
、
名
目
銀
は
幾

口
に
て
も
、
同
総
憐
方
巾
刊
日
.
身
上
限
に
相
成
依
川
仰
は
、
配
分
可
巾
付
仙
世
話
々
」

zo
即
も
名
目
金
的
特
権
は
容

は
れ
、
従
っ
て
他

ω偵
紘
ピ
競
合
し
工
依
務
者
が
「
身
上
限
む
し
に
陥
る
絞
な
場
合
仁
も
、
間
半
に
依
桃
山
に
肱
じ
て

分
配
を
受
付
得
る
の
み
正
な
っ
た
の
で
あ
る
。

右
の
取
締
ち
は
、
大
阪
u
A
ぴ品、

ω近
在
の
、
支
配
人
取
扱
に
か
、
る
名
目
金
に
池
加
古
れ
た
る
も

ω
、
如
〈
、

号

ω効
果
仁
就
て
は
共
髄
的
に
知
る
を
得
な
レ
が
.
幾
前
も
な
〈
従
来

ω名
付
金

ω特
他
が
保
議
せ
ら
れ
て
ゐ
る

の
を
見
る
o

( 

一一) 

名
目
金

ω批
判
椎
停
肢
は
併
に
早
〈
元
文
年
聞
に
も
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
効
川
棋
の
氷
山
山
し
な
か
っ
た
事

は
飢
遁

ω辿
h
で
あ
る
。
繰
返
し
て
云
ふ
如
〈
、
首
相
府

ω名
目
金
に
潤
す
る
考
は
、
奇
耐
内
白
働
的
維
持
作
用
に

よ
っ
て
負
掠
抑
制
減
少
計
る
事
が
一
大
目
的
で
わ
っ
た
。
色
れ
ば
名
目
金

ω徹
底
的
禁
止
内
知
き
は
本
日
却
な
ら
み
い
に

そ
の
上
一
度
開
い
た
先
例
を
閉
鎖
す
る
事
も
困
難
な
り
し
=
見
え
・
覧
政
一
冗
年
心
取
締
b
も
「
附
九
年
の
山
叩
令
」
に

ら1幅上三~{j久 l吐 ll\ 己主守より:0f，リ i!tl!・に且
:::A.:!iU lli史、笹山上、三此

IJ ド財政経出史料、佐目、 }L三on、
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5) 
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よ
っ
て
泌
さ
れ
、
爾
来
幕
府
は
一
元
の
如
〈
真
正
な
る
洞
堂
金
の
貸
付
並
に
訴
訟
上
的
優
先
棋
を
認
め
る
事
ご
な
っ

た
。
従
っ
て
幕
泊
り
掛
川
忠
正
し
て
は
.
名
目
金
が
英
正
な
h
や
否
や
・
叉
如
何
な
る
杭
皮
ま
で
異
正
な
り
や
を
訓

査
す
る
一
叫
が
残
さ
れ
る
事
ど
な
っ
た
の
で
ゐ
る
。

(
三
)
名
目
金
的
調
査
。

か
‘
、
る
湖
査
は
阪
に
享
和
三
年
、
谷
中
臨
江
寺
一
伊
凌
明
院
従
仰
寄
附
金
な
b
ご
し
て
貸
付
十
一
却
下
し
た
の
に
そ

の
例
を
日
比
る
執
が
出
家
る
が
、
全
般
的

ωも
の
己

L
τ
は
文
政
二
年
的
十
可
制
奉
行
へ
の
遣
に
於
て
之
を
見
品
。
印

ち
臼
く
、
「
(
前
陥
)
向
後
以
是
迄
貸
付
仁
相
成
尉
似
分
は
椛
別
、
新
規
貸
付
的
日
慨
は
容
易
に
不
承

M.
併
門
跡
方

比
丘
尼
寺
等
止
可
制
少
分
に
て
、
賞
二
修
復
料
等
道
支
似
服
、
格
別
筋
合
相
立
候
一
分
は
、
安
永
皮
込

ω
逝
似
合
商
法

山
さ
せ
、
尤
札
制
初
的
金
銭
高
秘
位
、
公
明
・
利
い
・
年
延
則
川
知
成
越
を
以
.
承
畑
町
山
叩
候
(
中
陥
)
相
割
に

τ
貸

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

付
、
作
品
先
名
前
金
銭
高
加
川
此
候
分
元
一
向
取
制
、
此
伯
印
改
而
錦
相
局
、
以
来
常
初
の
高
よ
り
不
相
府
政
相
述
、
高
一

培
候
分
者
、
返
秘
滞
日
枇
共
、
於
本
行
所
は
不
取
立
誠
、
若
格
別
の
仰
山
紛
に

τ、
M
一
様
貸
付
高
域
別
段
巾
立
候
は

い
γ

、
取
調
之
上
一
水
局

2

一五々
L
E
o

布

ω如
〈
新
規
貸
付
的
分
は
安
永
年
聞
の
通
h
代
官
取
扱
の
方
法
に
よ
る
事
ピ

し
、
佐
官
邪
の
も
の
は
倫
相
掛
貸
を
認
め

τ、
こ

ωも
ωに
就
き
調
査
を
行
は
ん
ご
す
る
の
で
あ
る
。

制
査
を
受
げ
た
仰
は
凶
山
剛
院
・
平
等
院
・
青
巡
航

ω
三
所
貸
付
金
に
之
を
見
る
し
文
政
五
、
六
年
ん
y

h
十
二
年
迄

制
査
に
投
し
て
ゐ
る
が
、
結
局
最
初
的
届
出
向
全
元
高
正
定
め
、
利
息
制
限
等
の
僚
件
を
附
し
て
貸
付
を
前
司

L

め

て
ゐ
る
仙
り
で
あ
る
c

ζω
文
政
二
年
り
取
締
h
に
よ
hJ
、
相
謝
公
に
よ
る
名

H
金
貸
付
を
却
下
苫
れ
た
る
ら
り
に
京
都
の
回
一
辿
寺
が

あ
る
が
、
後
に
は
之
も
認
め
ら
れ

τめ
る
し
、
文
政
九
年
に
は
芝
増
上
寺
.
天
保
年
聞
に
は
熊
野
一
二
山
が
夫
I
相

封
貸
に
よ
る
名
目
金

ω許
可
を
得
て
ゐ
る
所
よ
hJ
考
ふ
れ
ば
、
同
取
締
、
り
も
甚
仁
克
容
な
り
し
を
推
知
せ
し
む
る

自t

苑

F、
ブL

第
六
此

徳
川
時
代
の
寺
一
位
名
口
金

第
二
十
士
巷
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詑

苑

第
二
十
七
谷

部
六
掛

徳
川
時
代
の
寺
枇
名
目
金

λ
九
回

に
足
る
。

一
見
に
天
保
+
四
年
に
は
同
一
趣
旨
を
繰
一
巡
し
、
名
目
金
貸
借
滞
b
の
節
は
貸
付
取
扱
人
よ
り
訴
諮
掛
に
届
出

で
、
調
査
を
受
付

τ奥
正
な
ら
ゲ
る
R
T
は
通
常
貸
金
正
し
て
、
一
一
改
め
て
奉
行
所
よ
り
貸
付
を
許
可
す
る
旨
を
布
達

L
W
弘
化
一
元
年
に
も
同
一
地
回
目
的
側
留
が
出
て
居
る
が
、
ω

此
等
は
字
削
に
於
て
術
脈
々
山
不
正
が
行
は
れ
て
ゐ
た

事
を
雄
鮮
に
物
語
っ
て
ゐ
る
。
叉
安
政
一
冗
年
十
二
月
の
大
阪
の
町
鯛
に
於
て
は
、
名
目
金
の
一
覧
表
を
掲
げ
て
、

そ
れ
以
外
の
名
目
金
の
侵
入
を
防
「
芭
共
に
、
願
掛
高
以
外
の
差
加
資
本
の
彪
分
eT
警
告
し
、
併
せ

τ雄
金
銀
盤

料
M
A
ぴ
貸
付
所
へ
呼
出
苫
れ
た
際
の
人
見
貸
叫
ん
九
他
議
雑
費
を
出
す
-
』
古
は
無
用
な
る
旨
借
受
人
へ
の
沈
意
を
山
内
へ

て
居
る
も
か
、
る
刷
書
も
、
様
3
の
名
目
金
の
統
行
及
び
取
扱
人
の
不
王
を
裏
書
す
る
も
の
ご
し
て
、
頗
る
興
味

多
量
も
の
で
あ
る
。第

1i.. 

明
治
新
政
ミ
名
目
金

明
治
の
新
政
と
な
っ
て
、
寺
枇
宮
方
等
の
名
を
犯
し
て
貸
金
を
行
ム
は
非
違
司
、
の
上
も
な
し
己
せ
ら
れ
、
一
冗
年

三
月
及
五
月
に
禁
止
の
布
遣
が
俊
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
す
.
術
内
密
に
貸
金
を
行
ふ
も
り
ゐ

b
し
ご
見

え
・
三
年
二
月
に
は
夏
に
不
正
者
を
礼
調
押
す
ぺ
雪
国
日
布
告
せ
ら
れ
て
居
る
。

禁
令
以
前

ω名
目
金
的
善
後
蕗
分
に
就
て
は
、
一
般
的
蕗
分
ご
滞
債
芭
な
れ
る
名
目
金

ω蕗
分
芭

ω
間
に
差
濯

が
あ
っ
た
様
に
思
は
れ
る
o

郎
も
一
般
の
分
に
於
て
は
、
一
克
年
同
度
の
禁
令
正
共
に
相
劃
示
談
に
て
解
決
せ
し
む

る
方
針
を
ご

b
、
五
年
仁
至
つ

τ示
談
成
立
し
雑
き
分
は
裁
判
に
よ
っ
て
解
決
す
る
事
正
な
っ
た
。
務
債
に
属
す

る
分
に
於
て
は
、
個
々
の
名
目
金
の
性
質
に
よ
b
，
、
或
は
政
府
内
会
償
仁
立

τら
れ
、
或
は
立
て
ら
れ
古
る
事
ピ

な
h
刊
戒
は
熊
野
三
山
貸
付
金
の
如
〈
民
間
預
金
を
貸
付
資
本
に
充
賞
せ
る
も
の
に
於
て
は
務
自
ら
そ
の
彪
現
に

頁J
F
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嘗
っ
た
等
、
何
ら
か
の
方
法
に
依
っ
て
解
決
せ
ら
れ
た
従
で
ゐ
る
が
、

ね
る
事
ご
し
、
結
論
へ
う
つ
る
事
ご
し
よ
う
。

材
料
不
備
な
る
ま
、
に
後
日
の
調
査
に
委

結

論

出
凪
大
な
る
領
地
を
擁
し
て
磁
力
を
振
へ
る
寺
一
此
一
炉
、
金
融
機
関
ご
し
て
も
重
要
な
る
役
割
を
減
じ
た
り
し
巾
世

の
商
影
は
、
領
地
を
次
第
に
紛
少
せ
ら
れ
つ
、
徳
川
時
代
に
入
b
て
も
、
向
一
川
堂
金

ω
貸
付
に
依
っ
て
そ
の
名
残

含
留
め
て
活
花
。
而
も
幕
府
は
川
則
政
上
的
理
由
そ
の
他
か
ら
北
(
の
貸
付
を
名
目
金
正
し
て
保
護
し
、
そ
れ
以
外
に

も
糊
化
や
富
鍛
を
百
官
許
す
る
事
ぜ
な
っ
た
。
き
れ
ば
寺
批
に
ご
っ
て
は
、
此
等
の
股
入
方
便
は
略
E
同
一
の
慣
値

を
有
し
、
糊
化
や

wM銭
や
識
に
」
っ
て
得
た
る
金
主
へ
も
、
制
堂
金
史
川
町
金
等
ご
並
ん
で
貸
付
資
本
の
一
部
を
構

成
す
る
事
正
な
っ
た

ωで
ゐ
る
。
地
等
が
幕
府
財
政
の
囚
溺
し
初
め
た
元
職
享
保
り
頃
hr
ら
品
川
ま
れ
る
事
は
注
目

に
値
す
る
が
、
市
民
に
町
人
階
級
の
勃
興
期
に
際
曾

L
て
居
た
た
め
・
そ
の
勢
力
の
侵
潤
正
な
り
、
こ
、
に
名
目
金

は
一
械
の
高
利
金
の
如
き
も

ωさ
な
っ
た
事
も
注
意
す

a

へ
き
で
あ
る
。
即
ち
従
来
述
べ
来
b

L
所
に
よ
っ
て
明
か

な
る
如
〈
、
借
去
の
性
質
.
貸
付
保
件
等
よ
ち
考
ふ
れ
ば
、
世
間
時
の
瓜
民
泊
技
金
融
制
度
た

h
L
、
庫
一
則
金
・
質
・
日
成

仁
銭
・
大
逃
A
M
等
ど
そ
の
性
質
に
於
て
異
ら
ゲ
る
も
の
で
ゐ
る
。
而
も
表
而
上
は
寺
枇
名
目
金
ご
し
て
、
官
金
同
様

の
保
護
を
受
け
た
る
が
た
め
、
脆
々
の
害
延
不
正
を
Aa
む
事
正
な
・
9
、
諸
市
川

ω取
締
方
法
が
静
静
ら
れ
た
る
に
も

拘
ら
す
、
明
治
に
至
ゐ
ま
で
行
は
h
H

来
っ
た
の
で
ゐ
品
。
約
言
す
れ
ば
、
名
目
金
は
、
形
式
に
於

τは
・
一
日
金
己
同
じ

〈
、
資
質
ド
於
て
は
町
人

ω高
利
金
正
同
じ
〈
、
叉
主
た
る
蛍
市
中
者
な
る
寺
枇
に
さ
つ
て
は
糊
化
・
お
銭
・
講
等
ご

同
じ
役
割
を
・
断
じ
・
封
建
制
度
末
期
に
於
り
る
特
殊
な
る
一
金
融
制
度
で
あ
っ
た
ど
云
ひ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
杭
執
離
に
際
L
、
大
誠
告
文
書
協
由
古
川
秀
匙
氏
に
多
大
山
訓
敬
示
を
提
吋
た
事
に
就
き
.
深
〈
感
謝
山
富
を
設
す
る
。
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